
㈱小田原体育器具社からのご提案  

「ハイブリッド塗装」 について 
 

日本の体育館の床は、木材床が多く採用されています。スポーツを行う床として木材床は

使い易く、―定の反発性を持つことにより身体に対して優しく、安全にスポーツを行える

ものとして、スポーツフロア全体に設計されています。 

しかしながら、木材床は、空気中の湿気により、吸湿すると伸び、乾燥すると縮むと言う性

質があり、過度な伸縮を繰り返すと木材の反りやねじれ、段差や隙間等が発生することが

あります。 

 

最近の新築建物の多くが、省エネや快適性を求められる結果、気密性が高く、冷暖房化し

た施設となり、また放熱を利用した設備の建物や地下を利用した施設も増加傾向にありま

す。 

そして、近年温暖化が進むと共に相対湿度も過去 10年毎の平均データから年々上がっ

てきており、季節の差が大きくなってきている状況です。 

 

このような要因により、木材の割れやひび・ササクレが発生する事例が近年多く報告され

るようになってきており、実際に床のササクレによる怪我の発生も起きています。 

 

フローリング研磨後に使用する塗料や施工の仕方によって、これらのリスクを低減するこ

とができます。 

そこで、今回新たにスポーツフロアヘの使用材料及び施設設備の変化にも対応でき、且つ

要求する品質を満たしながら、環境にも配盧した塗装仕様をご提案いたします。 

 

下塗りとして、溶剤 1液型の｢ウレテイトフロアＮＬ Ｇ-ＦＸ※又はウレテイトフロアＮＬ Ｇ－

Ｓ｣を使用することにより、過度な接合部への接着力を抑制し、割れ、ひび、ササクレのリス

クを低減、また研磨性が向上するため水性塗料で生じ易い床材表面の荒れが少なく綺麗

な仕上がりが期待できます。仕上がった床は中塗り・上塗りに｢水性２液｣を使用する事に

より、溶剤型塗料で生じる臭気は殆ど感じません。 

また｢ウレテイト水性二液｣は環境に優しく、傷つき難く、耐摩耗性にも優れた塗装仕様と

なっております。 

 

【塗料の仕様】 

 

 

■塗装仕様３回塗装及び４回塗装 

・下塗り：ウレテイトフロアＮＬ Ｇ-ＦＸ Ｉ回(溶剤型 1液ポリウレタン樹脂塗料) 

    又はウレテイトフロアＮＬ Ｇ－Ｓ Ｉ 回(溶剤型１液ポリウレタン樹脂料) 

・中塗り：ウレテイト水性二液１回又は２回(水性２液型ポリウレタン樹脂塗料) 

・ライン引き：ウレテイトライン用塗料各色(溶剤型１液ポリウレタン樹脂塗料) 

・上塗り：ウレテイト水性二液１回(水性２液型ポリウレタン樹脂塗料) 



【使用する塗料の特長】 

Ａ:―液(溶剤)型【ウレテイトフロアＧシリーズ】 

原液を塗料用シンナーで希釈し塗布するもので、体育館や教室等に全国で広く使われて

いる標準的なタイプです。 

 

Ｂ:二液水性型【ウレテイト水性二液】 

主剤を水道水で希釈後、硬化剤を混合攬挫後塗布します。シンナーを使用しないため、 

低臭で安全です。硬化した塗膜は硬<、耐摩耗性に優れているため、高耐久となります。 

また可挑性が高く、塩ビ長尺シートやＰタイルなどへの密着が良好なため、定期的な保護

塗装を行なう事によりワックスなどのメンテナンスよりも美しさが長持ちするので、コスト

も下がります。また無黄変タイプのため、体育館のラインは鮮やかな色の仕上りが長持ち

します。 

ウレテイト水性二液の上塗によって、ホルムアルデヒドを放散する建材の放散量を低減す

ることができます。(ホルムアルデヒド封止型塗料) 

塗膜は食品衛生法(厚生労働省公示 370 号)の器具及び容器包装に適合しており、幼児

等が直接手に触れる等の機会の多い、保育園、幼稚園などの施設には特に適しています。 

 

【塗料の性能比較】 

スポーツ競技におけるすべりの最適値（JIS A 5705）に適応しています。 

項目 ウレテイトフロアＮＬ Ｇ－Ｓ ウレテイト水性二液 

樹脂系 油変性ボリウレタン樹脂 水性ボリウレタン樹脂 

乾煥時問  （指蝕乾燥） 

20゜C   （半硬化乾燥） 

30 分 25 分 

２時問 40 分 ２時問 

密着性(ゴバン目試験) 10/10 10/10 

耐衝撃性 

300gx l/2’ ×30cm 
異常なし 異常なし 

鉛筆硬度(三菱鉛筆ュニ} ＨＢ Ｈ 

耐摩耗性 

 ｌｋｇｘ１０００[回] 
７０ｍｇ 15mg 

滑り抵抗値 

※(ＣＳＲ}ダスト有り 
0,74 0,60 

耐水性(24H 浸漬) 異常なし 異常なし 

耐アルカリ性 

5％炭酸ナトリウム(24H 浸漬) 
異常なし 異常なし 

希釈剤 ウレテイト用塗料用シンナー 水道水 



【参考資料】 

 
 

お問い合わせは、㈱小田原体育器具社（0465-83-5079）までお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【参考資料】 


